
日本空手道連合会 第63回関東地区空手道選手権大会
 実 　施 　要　項

１ 主 催  日本空手道連合会

２ 主 管　日本空手道連合会関東地区協議会

３ 後 援　公益財団法人 全日本空手道連盟

４ 日 時  ２０２５年８月１１日(祝) 
午前８時２０分　集合  (役員、審判、係員)
８時３０分　係員業務打合せ
８時４５分　審判会議
９時３０分　開会式、競技開始

５ 会 場  東京武道館 
東京都足立区綾瀬3-20-1　TEL：03-5697-2111 
 ＜交通＞東京メトロ千代田線「綾瀬」駅東口下車徒歩５分
（東綾瀬公園内をお通りください。）
注意　①車での来場は近隣や会場の迷惑となるので電車で来られるよう
　　　　お願い致します。
　　　②大型バスや車の駐車及び武道館周辺での乗降はできません。

６ 競技種目 (１)形個人戦  <全国大会出場選手人数は後日決定>
１、小学生１年男子　　13、中学生男子(１年～３年)                  
２、小学生１年女子　　14、中学生女子(１年～３年)                          
３、小学生２年男子　　15、高校男子(１年～３年)           
４、小学生２年女子　　16、高校女子(１年～３年)                  
５、小学生３年男子　　17、成年男子(１９才以上、有段者)        
６、小学生３年女子　　18、成年女子(１９才以上、有段者)      
７、小学生４年男子　　19、ﾏｽﾀｰｽﾞ男子1部(４０才以上、有段者）
８、小学生４年女子　　20、ﾏｽﾀｰｽﾞ女子1部(３５才以上、有段者）
９、小学生５年男子　　21、ﾏｽﾀｰｽﾞ男子2部(５０才以上、有段者）
10、小学生５年女子　　22、ﾏｽﾀｰｽﾞ女子2部(４５才以上、有段者）
11、小学生６年男子　　23、ﾏｽﾀｰｽﾞ男子3部(６０才以上、有段者）　　
12、小学生６年女子　　24、ﾏｽﾀｰｽﾞ女子3部(５５才以上、有段者）　　
　　　　　　　　　　　25、ﾏｽﾀｰｽﾞ男子4部(７０才以上、有段者）　　
　(２)組手個人戦  <全国大会出場選手人数は後日決定>
１、小学生１年男子　　15、中学生２年男子                 
２、小学生１年女子　　16、中学生２年女子                           
３、小学生２年男子　　17、中学生３年男子            
４、小学生２年女子　　18、中学生３年女子　                
５、小学生３年男子　　19、高校男子(１年～３年)            
６、小学生３年女子　　20、高校女子(１年～３年)      
７、小学生４年男子　　21、成年男子(１９才以上、有段者) 
８、小学生４年女子　　22、成年女子(１９才以上、有段者)
９、小学生５年男子　　23、ﾏｽﾀｰｽﾞ男子1部(４０才以上、有段者）
10、小学生５年女子　　24、ﾏｽﾀｰｽﾞ女子1部(３５才以上、有段者)
11、小学生６年男子　　25、ﾏｽﾀｰｽﾞ男子2部(５０才以上、有段者）
12、小学生６年女子　　26、ﾏｽﾀｰｽﾞ女子2部(４５才以上、有段者）
13、中学生１年男子　　27、ﾏｽﾀｰｽﾞ男子3部(６０才以上、有段者）
14、中学生１年女子　　28、ﾏｽﾀｰｽﾞ女子3部(５５才以上、有段者） 　
　　　　　　　　　　　29、ﾏｽﾀｰｽﾞ男子4部(７０才以上、有段者）　　

注1）壮年の部の年齢の方は一般の部に出場するのも可能ですので選手個々で
　　検討し選択してください。
注2）マスターズの部において、年齢は当年４月１日を基準とする。



７ 保　　険    
出場選手は個人にてスポーツ保険に加入してください。 

８ 服    装 
1)役員、審判員はＪＫＦ審判規定による。 (白半袖Yシャツ)
2)選手は白空手道衣を使用すること。
　胸、肩、袖マークは会派マークのみ承認。それ以外は認めない。
　マークは布で縫い付けて下さい。テープで隠すのは不可。
　女子のＴシャツは無地の白。
　（ただし、小中学生の背中のロゴは認める。）
　階級を示す帯の使用は基本的に認めないので各自で赤帯と青帯を用意する
3)ゼッケンは主催者で用意する。組合わせ抽選後会派に送付する。 
　 (形は赤字、組手は黒字で判別のこと)
4)ゼッケンは縫いつける事。

９ 競技規定 
1)ＪＫＦ空手競技規定及び実施要項により行う。
2)審判員はＪＫＦ公認　全国審判員、地区審判員 及び 
 会派推薦審判員により編成する。
 但し、会派推薦の審判員は日本空手道連合会の評議員の登録を
 している者に限る。

10 競技方法                                                                     
1)形競技　旗判定で行う。
          ２名同時に行う。但し高校生以上は決勝戦のみ１名ずつ行う。

内容 係数
種目 形の種別 演武方法 形の種別 演武方法 最低数

2)組手競技（トーナメント方式で行う）
  成年を除き全ての種目１分フルタイム、成年のみ１分３０秒フルタイムで
  ６ポイント先取を勝者とする。
※競技方法は変更する可能性があります。

小学生 中・高学生 成年 ﾏｽﾀｰｽﾞ
○ ○ 〇 ○

リバーシブル拳サポ ○
赤、青拳サポ ○ ○ ○
シンガード ○ ○ 〇 〇
インステップガード ○ ○ 〇 〇
ボディプロテクター ○ ○ ○ ○

      ★小学３年生以上の男子はセフティカップの装着を必須。
　（小学１・２年生は任意）

　　　★成年とマスターズのシンガード、インステップガードの色は問わないが
全国大会では赤青を着用

      ★ボディプロテクターは道衣の中に着用する。
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12 傷害処置  出場選手が競技中に負傷した場合、主催者で当日の応急処置を行う。
万一に備えて健康保険証を持参すること。スポーツ保険の必要が
生じた場合は救護に常備している保険請求の用紙を使用します。

13 表    彰  各種目ベスト８まで表彰する。 
(組手・形　優勝１名、準優勝１名、３位２名、敢闘賞４名）  
★但し、種目の参加人数が少ない時は別途規定による。

14 参 加 費    (１種目)    ３，０００円         

　


